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部活動の総まとめ、交流大会終了!!
７月４日（土）～１２日（日）の２週にわたって運動部の交流大会が

行われました。約１か月という短期間で、かつ制約のかかった状態の中
での練習でしたが、どの部も交流戦に向けて一生懸命活動していました。
２日（木）には学年集会を開き、３年生だけでの壮行会を行い選手たち
を激励しました。
屋外の部活動は、雨が降る中での試合でしたが、持てる力を精一杯発

揮していました。屋内の部活動は、従来の応援ができない静かな環境の
壮行会 中で、集中して取り組んでいました。最後までやりきった選手たちを誇

りに思います。

ソフトテニス部 陸上競技部 野球部 男子卓球部

女子卓球部 バドミントン部 バスケットボール部 バレーボール部

ソフトテニス部 大村友里
久しぶりに学校同士が集まって交流戦を行えて本当に嬉しかったです。

中途半端な終わり方だけど、全員が全力でできてよかったです。

男子陸上競技部 高橋蒼空
交流大会を終えて、よい終わり方ができてよかったなと思いました。

自己ベストも出して陸上部でよかったと思えた半日でした。

女子陸上競技部 河元美羽香
私は、大雨の中最後まで全力だった３年生と、ついてきてくれた後輩全員

が、笑顔で試合を終えられて幸せでした。ありがとうございました。

男子卓球部 網本英二
交流戦を終えて、例年より引退する日が早く、短い練習期間だったけれど、

その期間で得たものを試合で発揮することができました。

女子卓球部 塩崎莉那
交流試合を終えて、県大会が無くなったけど、自分達の実力をこの大会

で出し切ることができたので、いい経験になりました。

野球部 岡田有司
最後の交流戦を１人１人全員が全力で戦えたから良かったです。この

経験を糧に、それぞれの道を強く歩んでいきたいです。

希 望



バスケットボール部 奥田桜太
他校の選手と実力でぶつかれたのがすごく嬉しかったです。できる限りの

試合をさせてくれた関係者の方々に感謝しています。

バドミントン部 花璃空
交流試合を終えて、最後の区切りとして試合ができて良かったし、悔い

の残らないようなプレーができたと思うので良かったです。

バレーボール部 内潟凜
コロナの影響で、「県体出場」という目標に近づくこともできなかった

けど、３年生全員で最高の試合ができたので良かったです。

１学期期末試験が近づいています！

プログラム委員会がテストに向けての取り組みを行っています。１人あたりの
学習時間を調査し、クラスで競います。学習計画表を見ていても、まだまだ学習
時間が不足しています。今回は範囲も広い上、難易度も上がっています。１人１
人が目標に見合った努力をしてほしいと思います。また、提出物も期限に遅れる
ことのないよう、しっかり整えておきましょう。

道徳の授業より

主題名「おもてなしの心」 題材名「出迎え三歩、見送り七歩」
１組 山本 千聖

「おもてなしの心」とは、相手のためにできる限りのことをして
あげたいという気持ちを、言葉にはせずに、出迎えや見送りと
いったささいな行動と共に届けようとすることだと思う。

２組 南 良太
「もてなす」とは、相手の気持ちや次の行動を想像し、相方の気分がよくなるように積極的に
働きかけること。

３組 西山 満悠
「もてなす」とは、感謝をするために、温かな気持ちでお客様などと接すること。心の距離を
近づけること。

主題名「ともに生きる社会の実現」 題材名「No Charity, but a Chance!」
１組 河元美羽香

「社会の中で生きる自信と喜び」とは、自分が働いたり、喜んだり、楽しんでくれる人がいた
り、たくさんの人と出会ったり、成長したり、認めてもらえることだと思う。

２組 南 ほのか
「社会の中で生きる自信と喜び」とは、自分にできることがあるとい
うことの喜び。皆（家族）が自分を応援してくれていることからの自
信だと思う。

３組 土村 青輝
「社会の中で生きる自信と喜び」とは、働くことで得られる生きがい。自分の力で自立して生
きられること。

◎高校説明会について
７月３０日（木）の５・６限に高校説明会が行われます。石川高専、遊学館高校、金沢二水高校、

羽咋高校、金沢商業、津幡高校の先生方が学校紹介を行ってくれます。直接質問したいことがあれ
ば、事前に準備をしておいてください。保護者の方のご入場に関しては、新型コロナウィルス感染
拡大防止のため、検温・マスク着用での参加をお願いいたします。


